
馬
城
か
わ
ら
版
二
〇
二
三 

 
 
 
 
 
 

第
二
三
四
号 

  

回 
 

想
（
※
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
第
三
十
一
回
卒 

木 
 

村 
 
 
 

猛
（
※
２
） 

  

（
一
） 

ク
ラ
ス
騒
動 

  

昭
和
六
年
、
私
の
中
学
四
年
学
年
末
に
、
平
素
、
信
頼

し
て
お
っ
た
今
野
侃
（
※
３
）

先
生
が
、
ク
ラ
ス
全
員
に
職
員

内
の
不
調
和
、
一
部
の
先
生
へ
の
不
信
感
を
、
扇
動
的
と

思
わ
れ
る
談
話
で
発
表
し
た
。 

 

私
共
は
、
そ
の
真
相
も
分
か
ら
ず
困
惑
し
、
運
動
場
に

集
合
し
対
応
に
つ
き
話
し
合
っ
た
が
、
今
野
先
生
を
理
解

す
る
人
は
少
な
く
大
部
分
は
慎
重
で
あ
り
私
と
外
二
人

が
、
そ
の
取
扱
を
委
さ
れ
た
。
相
談
の
上
第
一
回
卒
志
賀

清
身
（
※
４
）

氏
、
第
七
回
卒
立
谷
武
助
（
※
５
）

氏
、
両
先
輩

に
面
接
し
、
善
処
方
を
要
望
し
た
処
、
両
人
か
ら
心
配
せ

ず
軽
挙
妄
動
す
る
な
と
諭
さ
れ
て
別
れ
た
。
一
時
は
五
年

生
や
学
校
当
局
に
も
心
配
を
か
け
た
が
、
大
事
と
な
ら
ず

落
着
安
堵
し
て
、
集
合
社
会
で
は
、
そ
の
責
任
遂
行
と
私

利
私
欲
の
抑
制
と
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
た
騒
ぎ
で

あ
っ
た
。 

  

（
二
） 

戦
前
の
京
浜
学
生
馬
城
会 

  

京
浜
地
方
で
は
、
大
正
時
代
に
も
相
馬
学
生
会
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
昭
和
十
年
代
に
は
大
学
進
学
者
が
多
く
、

又
、
当
時
の
明
治
卒
先
輩
に
は
名
声
高
く
活
躍
中
の
方
が

多
か
っ
た
。 

 

学
生
有
志
が
、（
第
二
十
九
回
卒
の
故
伏
見
恭
平
（
※
６
）

代
表
）
先
輩
の
激
励
も
あ
り
、
学
生
の
向
上
、
母
校
や
先

輩
と
の
連
携
の
た
め
、
京
浜
学
生
馬
城
会
を
結
成
し
、
昭

和
十
一
年
十
一
月
の
設
立
総
会
に
は
、
母
校
浅
水
（
※
７
）

校
長
、
在
京
有
力
先
輩
、
在
京
学
生
等
多
数
出
席
し
て
、

第
一
回
卒
折
笠
晴
秀
（
※
８
）

大
先
輩
を
、
特
に
学
生
会
新
会

長
に
決
定
し
た
。
そ
の
時
の
歓
声
快
哉
と
会
場
の
懇
親
談

論
風
発
の
盛
況
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。 

 

一
方
、
東
京
馬
城
会
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
の
総
会

に
て
、
今
後
の
活
躍
発
展
の
た
め
、
京
浜
馬
城
会
と
改
名

し
、
第
二
回
卒
渡
邉
扶
（
※
９
）
大
先
輩
を
新
会
長
に
決
め
て
、

京
浜
学
生
馬
城
会
を
統
一
し
、
学
生
先
輩
渾
然
連
携
の
方

向
が
定
め
ら
れ
た
。 

 
学
生
は
慶
び
、
日
支
事
変
下
に
あ
り
、
同
志
達
が
早
々

に
後
輩
激
励
の
母
校
訪
問
を
や
る
な
ど
、
一
層
意
気
軒
昂

で
あ
り
、
そ
の
後
、
学
生
先
輩
の
親
交
や
先
輩
邸
宅
で
の

乾
杯
歓
興
の
機
会
な
ど
を
楽
し
ん
だ
が
、
戦
時
体
制
の
進

行
と
共
に
減
少
し
て
い
っ
た
。 

 

 

京
浜
馬
城
会
は
、
母
校
と
の
接
触
の
不
振
中
断
を
終
戦

と
共
に
改
善
し
、
内
部
の
人
事
組
織
の
改
革
や
総
会
へ
の

配
慮
な
ど
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
一
層
活
発
に
な
っ
た
様

に
思
う
。 

 

然
し
、
学
生
会
は
、
漸
く
昭
和
五
十
二
年
四
月
に
初
め

て
少
数
八
名
の
参
加
の
下
で
、
情
報
懇
談
激
励
と
共
に
馬

陵
会
と
改
称
し
、
そ
の
後
数
回
、
親
睦
連
絡
の
機
会
も
あ

っ
た
が
社
会
様
相
の
変
化
と
経
済
不
況
の
中
で
会
員
も

減
少
し
、
再
生
の
気
迫
も
熟
せ
ず
解
散
の
形
と
な
り
元
気

な
元
会
員
は
学
生
会
を
懐
旧
し
、
京
浜
馬
城
会
発
展
に
協

力
し
て
い
る
。 

 

今
後
、
高
校
卒
、
女
性
の
方
の
出
席
参
加
と
、
新
時
代

の
質
朴
民
主
的
学
生
会
の
育
成
を
所
望
し
た
い
。 

 

最
後
に
現
在
、
不
幸
な
形
と
な
っ
た
が
四
十
年
前
京
浜

学
生
馬
城
会
設
立
に
、
懸
命
努
力
さ
れ
た
故
伏
見
恭
平
氏

を
追
憶
し
感
謝
を
捧
げ
ご
冥
福
を
祈
る
。 

  

（
三
） 

思
い
出
の
先
生
の
中
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川
虎
之
助
（
※

10
）

先
生 

  

和
服
姿
白
髭
口
髭
の
古
武
士
風
格
で
、
長
文
著
名
の
詩

文
を
独
特
の
節
調
で
暗
ん
ず
る
魅
惑
な
る
風
貌
は
、
私
に

漢
詩
と
詩
吟
の
良
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。 

 

農
作
業
と
共
に
教
員
検
定
へ
の
不
屈
な
独
学
力
行
老

い
て
、
若
人
と
英
数
学
共
学
な
ど
広
範
な
修
行
の
精
力
的

向
学
心
に
、
時
代
を
越
え
た
大
き
な
叱
咤
と
激
励
と
を
、

強
く
感
得
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

先
生
作
詩
の
相
馬
健
児
歌
を
知
っ
た
が
、
相
馬
野
馬
追
、

相
馬
藩
徳
を
賛
美
し
、
当
時
の
非
常
時
不
安
の
時
世
を
慨

嘆
し
て
、
相
馬
健
児
の
大
奮
起
を
呼
号
し
て
い
る
も
の
と

思
う
。 

 

左
記
に
書
い
た
漢
詩
の
一
節
を
吟
詠
し
て
、
先
生
の
ご

冥
福
を
祈
念
し
た
い
と
思
う
。 

   



 

  

   

（
※
１
）「
相
中
相
高
百
年
史
」 

思
い
出
の
記
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
七
月
六
日
発
行 

 

（
※
２
）
旧
姓 

武
沢
、 

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
卒
。 

 
 
 
 

中
村
出
身
。
一
橋
商
大
。 

（
※
３
）
相
中
第
四
回
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
卒
。
中
村
出
身
。
陸
士
。 

 
 
 
 

相
中
教
諭 

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
〜
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
。 

（
※
４
）
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
卒
。
日
立
木
出
身
。
陸
士
。 

（
※
５
）
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
卒
。
鹿
島
出
身
。 

（
※
６
）
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
卒
。
日
立
木
出
身
。
東
大
（
法
）。 

（
※
７
）
浅
水
成
吉
郎
。
昭
和
九
年
〜
十
二
年
、
校
長
。 

（
※
８
）
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
卒
。
福
浦
出
身
。
東
大
（
医
）。 

 
 

か
わ
ら
版
二
百
十
二
号
に
、
二
〇
二
三
年
「
馬
城
会
報
」
よ
り
、 

 
 

第
一
回
生
総
代
並
び
に
答
辞
の
記
事
を
転
載
。 

（
※
９
）
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
卒
。
浪
江
出
身
。
東
大
（
工
）。 

（
※
10
）
相
中
教
諭 

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
〜
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
。 

 
 
 
 

馬
城
か
わ
ら
版
二
〇
四
号
「
母
校
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
」、 

 
 
 
 

二
二
六
号
「
母
校
の
三
大
師
恩
」、 

 
 
 
 

二
二
七
号
「
母
校
の
学
恩
に
謝
す
」
に
記
述
あ
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
転
記
＆
※
脚
注 

村
山
） 

 


